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容体 (GPCR) のリガンドとして報告された 1)．オレキシ









































た：青斑核 (ノルアドレナリン作動性 )，背側縫線核 (セ





 論文 「Orexin neurons suppress narcolepsy via 2 distinct efferent pathways」
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　　オレキシンニューロンは2つの異なる神経経路でナルコレプシーを抑制する
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 A) EF1aプロモーター制御下で OX1R/OX2R:EGFPを発現さ
せた．抗 TPH (セロトニン作動性ニューロンのマーカー ) /
TH (ノルアドレナリン作動性ニューロンのマーカー ) 抗体 
(緑 ) と抗 GFP抗体 (赤 ) による二重染色．




節乳頭体核，PPT：脚橋被蓋核，WT：野生型マウス　*P < 0.05, 
























































receptor exclusively activated by designer drug) は人工
的に改変したムスカリン受容体で，アセチルコリンに
対する応答能を失う一方で，合成化合物clozapine-N-
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  同  年4月～ 日本学術振興会特別研究員
(PD)
 現在，オレキシンを中心と
した睡眠・覚醒制御機構の
解明にさまざまな実験手技
を用いて取り組んでいる．
